
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やせい班 「ハヤトくんの旅立ち」 

 
円山動物園サポートクラブの皆様、こんにちは。温かいご支援に

心より感謝申し上げます。 

今月のやせい班からのお便りでは、11/3 に当園より愛媛県立とべ

動物園に移りましたボルネオオランウータン・ハヤト(♂ 8 才)のお

引越しの様子についてお伝えします。ハヤトは、2010 年に当園にて

父：テイジロウ、母：レンボーの第一子として誕生し、すくすくと

成長してきました。長く担当してきた吉田専門員はじめ、多くのお

客様から愛され元気に育ってきたハヤトが、ついに旅立ちの時を迎

えることとなったのでした…。その様子をせっかくなので、吉田専

門員が発信してきたブログ風にしてお伝えしたいと思います。 

※吉田さんから許諾済み。 

  いよいよ、この日が来てしまいました。 

 

11 月 2 日(金) 

  ハヤトは、とべ動物園への移動に向けて

皆様とは一旦お別れして、移動するための檻

にこれから入ります・・・わかってるかな。 

 

  ハヤトに会いに来てくれた皆様にご協力い

ただいて、お昼で類人猿館の観覧は終了し

ました。 

 

輸送檻に入る訓練は 2週間前から。   

本番はハヤト次第なのです。 

ハヤト、お願いね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  食欲もあるし。 

あとは、明日の天気がよければいいんだけ

ど。てるてる坊主にお祈りしておくよ。 

  一晩はせまい檻の中だけど、、ごめんね。 

 

  ※輸送檻の大きさは、         

輸送時の安全性を鑑み、ハヤトの体の 

大きさに合わせて選択されています。 

  えらい。ほんとにかしこいね。 

  (普段通りスムーズに檻に入りました。) 

  レンボーとテイジロウも気付いていたけ

ど、ハヤトは全部わかってるのかな。 

 

11 月 3 日(土) 

  元気だね。よかったぁ！ 

  天気は・・・快晴。         

北海道の 11月にしては記録的な暖かさだ

ってさ。 

  ハヤトは強運の持ち主だね。 

 

  朝 6：00。 

 

  いよいよ出発だよ。 

お別れはとってもさみしいけれど、   

みんながハヤトなら大丈夫って。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (円山を 8：00に出発して、飛行機を乗り

継いでとべ動物園に着くのは夜 18：00

くらいの予定です。) 

  無事に到着できるよう万全を期します。 

 

 

  10：00 新千歳空港到着。 

  新千歳空港貨物地区。         

輸送車から輸送用コンテナに移し替えま

す。 

 

  コンテナは動物の輸送用に特別に設計され

たものです。 

換気扇やライトも付いていて、保温機能も

備えています。 

 

コンテナの中に気温の記録できる温度計を設

置して・・・ 

ハヤトの様子はどうかな？ 

 

すごく落ち着いてるね。 

この顔つきなら、大丈夫。        

水分補給もしっかりできたし。 

ハヤトは初めて見る景色を楽しんでいるのか

な。 

 

 

 ハヤトの門出を祝うような青空だね。 

 

             いざ、愛媛へ。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  道中、航空機のクルーの方々からハヤトへ

メッセージを頂きました。 

  あったかいね。 

 

  17：00 松山空港到着。 

 

  こちらも晴天。夕焼けが綺麗。 

 

 

  コンテナからそーっとハヤトを出します。 

 

 

  空輸中の確認では航空会社の方から  

「元気」との報告を受けていました。 

  設置した温度計は 19℃～20.5℃を示し

ていました。 

  ・・・でも、             

この目で確かめるまでは不安でいっぱいで

す。 

 

 

  よかった。ハヤト、愛媛だよ。     

頑張ったね。とべ動物園までもう少し。 

  水分もよく摂るし、果物も・・・    

食べるね。よしよしって、食べ過ぎ！       
もうひと頑張りね。 

  輸送車に乗り換えて、さあ、とべへ。 

  18：15 愛媛県立とべ動物園到着。 

 

  たくさんの人がハヤトを待っていてくれま

した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  輸送車から降ろして。         

計量して。32㎏。 

  いよいよ               

ハヤトの新居「類人猿舎」へ。 

 

  檻を搬入口に固定して、屋内放飼場まで 

シュートを移動して入ります。 

  やっと檻から出られるね！ 

 

  ハヤトも元気だし、とりあえず一安心。。 

  と、気を抜いていたところ・・・ 

 

  とべ動物園で類人猿舎を担当されている 

中西さん、井上さんから 

  「李さん、檻から放飼場までハヤトを  

誘導してもらえますか？」って。 

  えっ！いいんですか！？         

とべに到着したら見てることしかできない

と思っていたのに。やった―――。 

  始める前に、搬入口からハヤトの入る屋内

放飼場までのルートを確認してみると、 

誘導を頼まれた理由がわかりました。 

  ・距離は 20ⅿ弱。          

足下に位置するシュートで、直角の曲が

り角が 2か所。 

  ・チンパンジーとテナガザルのいる前を通

り・・・しかも見物人がざっと 20人。

多いねぇ。。 

 

 
  ハヤトのところに戻って顔を確認。   

そして相談。 

  「いける？」            

「全然いける！」ってハヤト。 

  こりゃ、大丈夫だ。 

  「じゃ、フタ開けてください。     

ハヤト、いこ！ おいで。」 

 

 ハヤト、すごいよ！すたすたすたって。 

 ハヤトにしたら、こんなの朝めしまえなの

かな。こっち見ながらついて来てくれて。 

感動・・・。 

  移動完了だね。。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  放飼場に入った後もすごく元気。 

  とべの皆さんが、ハヤトのあまりの落ち着

き様に驚いているよ。 

  「ハヤトは大物だ！」だってさ。 

  やったね。 

 

  ケガなし。食欲もあり、便の状態も良好。

ほんとによかった。頑張ったねぇ。 

  長い 1日だったよね。        

ゆっくりおやすみ。 

       ハヤトくん、ありがとう。。 

このようにして、ハヤトの引っ越し

は無事に完了しました。      

本当に何よりでした。            

※ハヤトのその後のとべ動物園での

様子については、ご存知の方も多い

と思いますが、環境にもしっかり慣

れとても元気な状態で、12/1 より

一般公開が開始されています。 

私は移動日(11/3)とその後の 2 日間

をハヤトと共に過ごすことができた

のですが、その 3 日のうちにはたく

さんの驚きや感動のエピソードがあ

ります。ここにはとても書ききれま

せんので、機会を見つけて今後少し

ずつお伝えできればと思います。 

移動を通して、ハヤトは私の予想を

はるかに上回るほどに、精神的に成

長していたことを実感させてくれま

した。また、ハヤトから本当にたく

さんの事を学び、とべ動物園の皆様

とも深い絆ができました。すべて、

ハヤトからの贈り物だと思っていま

す。 

ハヤトの移動に際し、多くの皆様よ

りあついご支援、ご理解とご協力を

賜りましたことに、この場を借りて

心より感謝申し上げます。 

ありがとうございました。 

              (李) 


